
児童生徒の身体活動の制限や認知の特性、学習環境等に応じて、教材・教具や入力支援
機器等の補助用具を工夫するとともに、コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、
指導の効果を高めるようにすること。

病気療養中の児童生徒に対しては、
高速大容量通信ネットワークを病院や自宅等で使用できるようにして、遠隔教育を実施

学校と入院中の児童生徒がいる病院をつなぎ、同時双方
向型の授業配信を行うことができる。
録画した授業を体調のよい時にオンデマンドで視聴すること
も可能となる。

病院等に教材を持ち込む場合は、
消毒が必要な場合がある。消毒がし
やすいタブレット型の端末等を活用
することにより、病室でも個々の理解
度・進度に合ったコンテンツで学習が
できる。

 自習教材＜１人１台端末等＞ 授業配信＜Wi-Fiモバイルルータ・１人１台端末等＞

病弱者である児童生徒に対する教育
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